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第第ⅠⅠ章章 ははじじめめにに  
 
１１．．遺遺跡跡のの位位置置とと環環境境

本書で報告する鷹島海底遺跡は、長崎県松浦市鷹島町に所在する。松浦市は長崎県本土北端に位置

し、北松浦半島の本土部と、その沖に浮かぶ福島・鷹島・黒島・青島・飛島などの島々から構成され

る。平成 年１月１日に旧松浦市・北松浦郡福島町・北松浦郡鷹島町が合併して誕生した市である。  
鷹島海底遺跡は、伊万里湾の北側、湾に蓋をするように浮かぶ鷹島の南岸に所在する水中遺跡であ

り、日本史上重要な事件である蒙古襲来、特に２度目の「弘安の役」に関わる古戦場跡である。その

範囲は、鷹島南岸東端の干
ひ

上鼻
あがりばな

から西端の 雷
いかずち

岬
みさき

までの約 ㎞、汀線から沖合約 、総面積約

万㎡と広大な海域が周知化されている。その広大な海域のうち、鷹島東部の神崎港沖海域約 万

㎡が「鷹島
たかしま

神崎
こうざき

遺跡
い せ き

」として水中遺跡では初めて国史跡に指定されている。 

第第１１図図 鷹鷹島島海海底底遺遺跡跡のの位位置置
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例例 言言  
 
１．本書は、令和４年度に実施した鷹島海底遺跡発掘調査の概要報告書である。 
２．調査は、国庫補助及び県費補助を受けて松浦市教育委員会文化財課が主体となって実施

した。また、調査費用として松浦市が実施したガバメントクラウドファンディング「海

底に眠る歴史！元寇のタイムカプセル引き揚げプロジェクト」で得た寄附金も用いた。 
３．調査および本報告書作成にあたっては、文化庁、國學院大學研究開発推進機構池田榮史

教授、佐賀大学全学教育機構宮武正登教授をはじめ、多くの方にご指導ご協力を賜った。 
４．調査は國富株式会社長崎営業所に業務委託し、松浦市教育委員会文化財課早田晴樹があ

たった。 
５．海底での椗

いかり

３次元画像撮影および編集はプロダイバー町村剛氏に業務委託した。 
６．引き揚げ作業の実施にあたっては、金子産業株式会社の協力を得た。 
７．本書で使用した写真は、教育委員会文化財課撮影分、國富株式会社長崎営業所撮影分、

佐賀大学全学教育機構宮武正登教授および東海大学人文学部木村淳准教授撮影分がある。 
８．本書で用いている方位は磁北である。 
９．本書の執筆、編集は早田があたった。 
．本書にかかわる出土遺物は、松浦市立埋蔵文化財センター（松浦市鷹島町神崎免 番

地）で収蔵・保管している。

本本 文文 目目 次次

 
第Ⅰ章 はじめに …………………………………………………………………………………１ 

１．遺跡の位置と環境 
２．鷹島海底遺跡の調査 

第Ⅱ章 令和４年度鷹島海底遺跡の発掘調査 …………………………………………………３ 
１．調査に至る経緯 
２．一石型木製椗の概要 
３．一石型木製椗の発掘調査 
４．小結 

ふるさと納税を活用したガバメントクラウドファンディング…………………………………  

表紙写真：一石型木製椗出土状況３次元画像 

（南東方向斜め上より俯瞰） 

裏表紙写真：引き揚げ直前の木製椗 
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第第ⅡⅡ章章 令令和和４４年年度度鷹鷹島島海海底底遺遺跡跡のの発発掘掘調調査査

１１ 調調査査にに至至るる経経緯緯

今回報告する一石型木製椗は、平成 年に池田教授らによる科研調査（研究課題名『水中考古学手

法による元寇沈船の調査と研究』）において確認されていたもので、写真・映像撮影、図面等の記録作

成後に埋め戻しが行われ、現地保存が図られていたものである。以降、松浦市では触診によるモニタ

リングを続けていた。平成 年の出土時に引き揚げを行わなかったのは、当時の松浦市立埋蔵文化財

センターでは大型木製品の保存処理が可能な設備が整っていなかったことなどによる。 

本調査は、一石型木製椗の再発掘および引き揚げを行うことで、今後の沈没船引き揚げに向けた大

型木材、石材の引き揚げ方法の検討および実践、大型木材の保存処理に関する期間や経費などの検証

を行うことを目的としたものである。調査の実施にあたっては、ガバメントクラウドファンディング

（以下、 ）を利用した資金調達を行った。この は「海底に眠る歴史！元寇のタイムカプセル

引き揚げプロジェクト～過去を現代に！そして未来へ残せ！～」と題し、鷹島海底遺跡調査開始

周年を記念して令和２年 月８日に開催したシンポジウム「元寇サミット」で実施を宣言し

たものである。 にはふるさと納税を利用し、令和２年 月 日から令和３年２月 日までの

日間で 万円を目標額とし寄附を募った。全国 都道府県、延べ 名の方々からの寄附が

あり、最終的な寄附金額は目標額を上回る 円となった。ふるさと納税を利用しての

であったため、返礼品には地元鷹島の特産品であるトラフグやマグロなどを用意した。また、返礼品

の他に、寄附者には木製椗引き揚げの瞬間に立ち会うことができる「木製椗引き揚げ船上見学ツアー」

や埋蔵文化財センターへの入館を５年間無料とする特典を用意した。寄附金は、一石型木製椗の発掘、 

 第第２２図図 一一石石型型木木製製椗椗のの出出土土位位置置- 3 - 
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鷹島は、『蒙
もう

古襲来
こしゅうらい

絵詞
えことば

』や『八幡
はちまん

愚
ぐ

童
どう

訓
くん

』などにその名が見え、鷹島沖は弘安の役の際に、元軍

の船団が暴風雨により沈没した地点として伝えられており、史実を裏付けるように島の南岸では、古

くから地元の漁師によって壺類や刀剣、碇石などの関連遺物が海底から引き揚げられていた。 

２２．．鷹鷹島島海海底底遺遺跡跡のの調調査査

鷹島沖における最初の発掘調査は、昭和 年度から３カ年にわたり、文部省科学研究費特定研究「古

文化財に関する保存科学と人文・自然科学」（研究代表 江上波夫 古代オリエント博物館長）の一環

として行われた。鷹島南岸の沖合における調査の結果、床浪
とこなみ

港と神崎港周辺において、鎌倉時代の陶

磁器等が出土した。また、この発掘調査と同時に行われた地元住民が保管する採集品の調査によって、

元の公用文字であるパスパ文字で書かれた「管軍
かんぐん

総把印
そうはいん

」（県指定有形文化財）が神崎港で採集されて

いたことも判明した。この調査成果に基づき、昭和 年には蒙古襲来に関係する遺物を包蔵する遺

跡、「鷹島海底遺跡」として周知されることになった。以後、港湾工事に伴う緊急調査や学術調査が実

施されることとなる。

平成元年度以降は旧鷹島町教育委員会により、神崎港の沖合における遺跡の範囲を確認するための

発掘調査等が継続的に実施され、遺物の分布範囲や埋没状況が明らかとなった。平成６年度の調査で

は、４門の木製椗
いかり

と碇石がいずれも当時のまま、海底に投錨した状態で発見され、神崎港の沖合に船

舶が停泊していたことが判明した。これまでに出土した遺物には、褐釉陶器、青磁碗、漆製品、矢束

や刀剣、甲冑などの武器・武具類、碇石や船体の一部である木材などがある。陶磁器類の年代は、い

ずれも 世紀後半であり、元軍が出航した中国江南地方で作られた粗製品が大半を占める。また、『蒙

古襲来絵詞』に描かれた「てつはう」と考えられる球状土製品が複数出土するとともに、武器・武具

類も『蒙古襲来絵詞』に描かれている元軍の装備と類似しており、これらの遺物が弘安の役で沈没し

た元軍の船の積載品であることが確実となった。平成 年 月には琉球大学（当時。現國學院大學）

教授池田榮史氏を中心とした日本学術振興会科学研究費補助金による調査で、元の軍船の構造がわか

る竜骨と外板が残る船底が発見され（この沈没船を「鷹島１号沈没船」と呼ぶ）、「元寇の島」鷹島は

再び大きな注目を浴びるところとなった。平成 年３月 日には、これまでの調査・研究の成果か

ら鷹島海底遺跡の一部である鷹島南岸東部の神崎港沖海域約 万 ㎡が「海底に元軍の沈没船が

遺存し、また積載品の内容から武器をはじめとする各種道具の実態が判明する等、従来、文献・絵画

によってしか知られなかった蒙古襲来の具体的様相が明らかとなった」として水中遺跡では初めて国

史跡に指定されている。国指定史跡としての名称は「鷹島神崎遺跡」である。平成 年には、２隻目

となる沈没船（鷹島２号沈没船）が確認された。これら沈没船は、早急に引き揚げることが困難であ

ったため、現地で保存すべく埋め戻しが行われている。松浦市教育委員会では、これら沈没船に対し、

定期的に保全環境の確認のため現況確認調査（モニタリング）を実施している。また、現況確認調査

以外にも、遺跡範囲確認や史跡の追加指定を目指して、鷹島南岸や西岸での音波探査や海底地形調査、

突き棒調査などを継続的に実施してきたところである。
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１１ 調調査査にに至至るる経経緯緯

今回報告する一石型木製椗は、平成 年に池田教授らによる科研調査（研究課題名『水中考古学手

法による元寇沈船の調査と研究』）において確認されていたもので、写真・映像撮影、図面等の記録作

成後に埋め戻しが行われ、現地保存が図られていたものである。以降、松浦市では触診によるモニタ

リングを続けていた。平成 年の出土時に引き揚げを行わなかったのは、当時の松浦市立埋蔵文化財

センターでは大型木製品の保存処理が可能な設備が整っていなかったことなどによる。 

本調査は、一石型木製椗の再発掘および引き揚げを行うことで、今後の沈没船引き揚げに向けた大

型木材、石材の引き揚げ方法の検討および実践、大型木材の保存処理に関する期間や経費などの検証

を行うことを目的としたものである。調査の実施にあたっては、ガバメントクラウドファンディング

（以下、 ）を利用した資金調達を行った。この は「海底に眠る歴史！元寇のタイムカプセル

引き揚げプロジェクト～過去を現代に！そして未来へ残せ！～」と題し、鷹島海底遺跡調査開始

周年を記念して令和２年 月８日に開催したシンポジウム「元寇サミット」で実施を宣言し

たものである。 にはふるさと納税を利用し、令和２年 月 日から令和３年２月 日までの

日間で 万円を目標額とし寄附を募った。全国 都道府県、延べ 名の方々からの寄附が

あり、最終的な寄附金額は目標額を上回る 円となった。ふるさと納税を利用しての

であったため、返礼品には地元鷹島の特産品であるトラフグやマグロなどを用意した。また、返礼品

の他に、寄附者には木製椗引き揚げの瞬間に立ち会うことができる「木製椗引き揚げ船上見学ツアー」

や埋蔵文化財センターへの入館を５年間無料とする特典を用意した。寄附金は、一石型木製椗の発掘、 
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童
どう

訓
くん

』などにその名が見え、鷹島沖は弘安の役の際に、元軍

の船団が暴風雨により沈没した地点として伝えられており、史実を裏付けるように島の南岸では、古
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画像撮影後は引き揚げ準備を行っている。 

椗の木材部分の引き揚げには、あらかじめ用意した架台を海底に持ち込んだ。海底で架台に載せた

のち、水中バルーンを用いて海面付近まで浮上させ、岸壁まで運んでいる。碇石は、クレーンの玉掛

けなどに用いられる吊り天秤およびベルトスリングを使用し、木材部分と同じく水中バルーンで海面

付近まで浮上させ、岸壁まで移動させた。海面付近での移動には水中スクーターと呼ばれる推進力を

得る機材を使用し、ダイバーが岸壁まで曳航している。引き揚げ後は、海底に調査区杭を残しつつ、

陸上から海砂を運搬して埋め戻しを行った。海底での埋め戻し作業まで含め、 月５日に全ての工程

を終了した。 

 
４４ 小小結結

椗の引き揚げは、平成６～７年の神崎港港湾工事に伴う緊急調査で実施されたもの以来であり、大

型木材の引き揚げは、港湾工事に伴う調査以外では初めての試みとなった。引き揚げた椗は、埋蔵文

化財センターの水槽で保管、公開しているところである。今後、トレハロースによる保存処理を進め

ていく予定としている。 

最後に、この調査が実施できたのは、ひとえにガバメントクラウドファンディングに快く応じてく

ださった寄附者の皆様や調査に理解を示してくださった金子産業株式会社、漁業者の皆様のおかげで

ある。この場を借りて、心よりお礼申し上げたい。 
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引き揚げにかかる費用や遺跡周辺海域の環境保全、引き揚げ後の保存処理費用などに充てることとし

た。当初、この一石型木製椗の引き揚げ調査は令和３年度に実施する予定であったが、漁業者との調

整や新型コロナウィルス感染症の感染拡大状況等を鑑み、令和４年度に実施することとなった。 

２２．．一一石石型型木木製製椗椗のの概概要要

一石型木製椗は鷹島１号沈没船の北約 ｍ、水深約 ｍの地点、海底を ㎝ほど掘り下げたとこ

ろで椗身部分の木材が確認された。椗歯は海底深くに食い込んだ状態であり、弘安の役の際に船から

投錨されたそのままの状態を保っていたものと推察される。木材部分で残存していたのは椗身の一部

と片側の椗歯のみで、現状は「レ」の字状を呈する。本来ならば、もう片側の椗歯部分も存在したは

ずであるが、フナクイムシなどの生物被害により失われたものと考えられる。碇石はちょうど椗身の

延長上、木材に対して直交方向に検出されている。これまで鷹島で確認されていた椗は椗身や椗歯が

別材で、棍
こん

や楔
くさび

を枘
ほぞ

穴
あな

に差し込み、さらに挟み板と呼ばれる部材に鉄釘を打ちつけることで各部材を

連結していたのに対し、この一石型木製椗は一木造りで、二股に分かれた樹身部と枝部分をうまく用

いて造られている。そのためか、この椗には挟み板が存在せず、鉄釘を打ちつけた痕跡も確認できな

い。また、碇石も従来、博多湾などで確認されていた角柱状の一本の石材からなる碇石と同じ一石型

と呼ばれるもので、これまで鷹島で確認されていた二個一対となる二石分離型（鷹島型）碇石とは異

なっている。椗身部の残存長は約 ㎝、幅約 ㎝で、

椗歯部分は椗身部先端から椗歯先端まで約 ㎝である。

また、椗身から椗歯にかけて幅約５㎝、長さ約 ㎝の枘

穴が貫通している。重量は、 ㎏であった。碇石は

全長約 ㎝あり、中央部がもっとも太く、両端に行く

に従い先細りする。碇石中央部で幅約 ㎝、厚さ約

㎝、先端部幅約 ㎝、厚さ約 ㎝である。重量は、

㎏を量
はか

る。碇石に多数の貝殻が付着していることからす

れば、海底に投錨されてすぐに椗全体が海底下に埋没し

たのではなく、しばらくの間は海水に晒されていた時期

があったものと考えられる。なお、本来ならば、第３図

のように船と椗をつなぐ椗索
ていさく

と呼ばれるロープや椗の各

部材を固定するための竹索
ちくさく

（竹製のロープ）があるはず

だが、この椗では残存していなかった。 
 
３３ 一一石石型型木木製製椗椗のの発発掘掘調調査査 
調査は令和４年９月 日から開始し、 月１日に椗の木材部分を、２日に碇石を引き揚げた。調

査の実施にあたっては、調査箇所付近に養殖生簀が存在することから、平成 年度に実施した発掘事

前調査（潮流調査）の結果を参考にし、水質汚濁防止膜（シルトフェンス）を用いて、漁場に最大限 

配慮することとした。海底での掘削には、水中ドレッジを使用し、排土は水質汚濁防止膜内に排出し

た。埋め戻し土や土嚢などの除去後、椗の再検出、精査を行い、海底での３次元画像撮影を行った。 

第第３３図図 木木製製椗椗部部分分名名称称（（二二石石分分離離型型））
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画像撮影後は引き揚げ準備を行っている。 

椗の木材部分の引き揚げには、あらかじめ用意した架台を海底に持ち込んだ。海底で架台に載せた

のち、水中バルーンを用いて海面付近まで浮上させ、岸壁まで運んでいる。碇石は、クレーンの玉掛

けなどに用いられる吊り天秤およびベルトスリングを使用し、木材部分と同じく水中バルーンで海面

付近まで浮上させ、岸壁まで移動させた。海面付近での移動には水中スクーターと呼ばれる推進力を

得る機材を使用し、ダイバーが岸壁まで曳航している。引き揚げ後は、海底に調査区杭を残しつつ、

陸上から海砂を運搬して埋め戻しを行った。海底での埋め戻し作業まで含め、 月５日に全ての工程

を終了した。 

 
４４ 小小結結

椗の引き揚げは、平成６～７年の神崎港港湾工事に伴う緊急調査で実施されたもの以来であり、大

型木材の引き揚げは、港湾工事に伴う調査以外では初めての試みとなった。引き揚げた椗は、埋蔵文
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引き揚げにかかる費用や遺跡周辺海域の環境保全、引き揚げ後の保存処理費用などに充てることとし

た。当初、この一石型木製椗の引き揚げ調査は令和３年度に実施する予定であったが、漁業者との調
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別材で、棍
こん

や楔
くさび

を枘
ほぞ

穴
あな

に差し込み、さらに挟み板と呼ばれる部材に鉄釘を打ちつけることで各部材を
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㎏を量
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のように船と椗をつなぐ椗索
ていさく

と呼ばれるロープや椗の各

部材を固定するための竹索
ちくさく

（竹製のロープ）があるはず

だが、この椗では残存していなかった。 
 
３３ 一一石石型型木木製製椗椗のの発発掘掘調調査査 
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写写真真１１

水水質質汚汚濁濁防防止止膜膜設設置置完完了了状状況況

シルトフェンス。カーテン状の膜

を降ろした状態。この白い膜が水深

ｍの海底まで垂れ下がっている。

掘削した土砂はこのシルトフェンス

内に排出され、周囲への流出を防ぐ。

写写真真２２

碇碇石石検検出出状状況況

海底に横たわる碇石。水深 ｍの

海底は暗いうえに、透明度も低い。

写写真真３３

木木製製椗椗検検出出状状況況

写真左端が木製椗の先端部。右上

奥に椗身材が続く。
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第第５５図図 一一石石型型木木製製椗椗出出土土状状況況 側側面面オオルルソソ画画像像（（１１ ））

椗歯が海底深くに食い込んでいることが分かる。

椗中央部の白い棒は椗本体を支持するための単管杭。 

第第６６図図 一一石石型型木木製製椗椗出出土土状状況況 俯俯瞰瞰オオルルソソ画画像像（（１１ ））

図右側が北。右端、椗身の延長線上には木材が残存する。

椗身の一部とみられる。 
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第第５５図図 一一石石型型木木製製椗椗出出土土状状況況 側側面面オオルルソソ画画像像（（１１ ））

椗歯が海底深くに食い込んでいることが分かる。

椗中央部の白い棒は椗本体を支持するための単管杭。 

第第６６図図 一一石石型型木木製製椗椗出出土土状状況況 俯俯瞰瞰オオルルソソ画画像像（（１１ ））

図右側が北。右端、椗身の延長線上には木材が残存する。

椗身の一部とみられる。 
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第第５５図図 一一石石型型木木製製椗椗出出土土状状況況 側側面面オオルルソソ画画像像（（１１ ））

椗歯が海底深くに食い込んでいることが分かる。

椗中央部の白い棒は椗本体を支持するための単管杭。 

第第６６図図 一一石石型型木木製製椗椗出出土土状状況況 俯俯瞰瞰オオルルソソ画画像像（（１１ ））

図右側が北。右端、椗身の延長線上には木材が残存する。

椗身の一部とみられる。 

椗歯が海底深くに食い込んでいることが分かる。

椗中央部の白い棒は椗本体を支持するための単管杭。

図右側が北。右端、椗身の延長線上には木材が残存する。

椗身の一部とみられる。
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第第５５図図 一一石石型型木木製製椗椗出出土土状状況況 側側面面オオルルソソ画画像像（（１１ ））

椗歯が海底深くに食い込んでいることが分かる。

椗中央部の白い棒は椗本体を支持するための単管杭。 

第第６６図図 一一石石型型木木製製椗椗出出土土状状況況 俯俯瞰瞰オオルルソソ画画像像（（１１ ））

図右側が北。右端、椗身の延長線上には木材が残存する。

椗身の一部とみられる。 
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第第５５図図 一一石石型型木木製製椗椗出出土土状状況況 側側面面オオルルソソ画画像像（（１１ ））

椗歯が海底深くに食い込んでいることが分かる。

椗中央部の白い棒は椗本体を支持するための単管杭。 

第第６６図図 一一石石型型木木製製椗椗出出土土状状況況 俯俯瞰瞰オオルルソソ画画像像（（１１ ））

図右側が北。右端、椗身の延長線上には木材が残存する。

椗身の一部とみられる。 
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写写真真７７

碇碇石石引引きき揚揚げげ状状況況

クレーンを使用し、陸上へ引き揚

げる。

写写真真８８

木木製製椗椗保保管管状状況況

手前が椗歯部分。奥が椗身部分。

椗身にはフナクイムシによる蚕食痕

が認められる。

写写真真９９

碇碇石石保保管管状状況況

水槽保管中の碇石。貝殻が多量に

付着している。

- 8 - 
 

写写真真４４

３３次次元元画画像像撮撮影影状状況況

透明度が低いうえに、暗いため、

接写で撮影を行っている。椗身端部

の撮影を行っているところ。

写写真真５５

木木製製椗椗移移動動状状況況

椗を架台に載せ、水中バルーン

で海面付近まで浮上させる。

写写真真６６

碇碇石石移移動動状状況況

碇石も木製椗と同様に、水中バル

ーンを用いて海面付近まで浮上させ

た。
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写写真真７７

碇碇石石引引きき揚揚げげ状状況況

クレーンを使用し、陸上へ引き揚

げる。

写写真真８８

木木製製椗椗保保管管状状況況

手前が椗歯部分。奥が椗身部分。

椗身にはフナクイムシによる蚕食痕

が認められる。

写写真真９９

碇碇石石保保管管状状況況

水槽保管中の碇石。貝殻が多量に

付着している。
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写写真真

椗椗引引きき揚揚げげをを見見守守るる船船上上見見学学ツツアア

ーー参参加加者者らら（（令令和和４４年年 月月１１日日））

ふふるるささとと納納税税をを活活用用ししたたガガババメメンントトククララウウドドフファァンンデディィンンググ

既に述べられたように、この一石型木製椗引き揚げ事業の実施にあたり、「海底に眠る歴史！元寇

のタイムカプセル引き揚げプロジェクト～過去を現代に！そして未来へ残せ！」と題し、ガバメント

クラウドファンディングを実施しました。目標金額 万円に対し、全国 名の方々から、目標

額を上回る 円のご寄附をいただきました。

特典の一つとしていた「木製椗引き揚げ船上見学ツアー」には 名の応募があり、 月１日、２

日の引き揚げ当日は 名に参加いただきました。見学に係わる費用（船代、交通費、滞在費）全てが

自己負担にも関わらず、県内外からお越しいただきました。このプロジェクトを応援していただいた

皆様に、記して感謝申し上げます。

また、ご寄附をいただいた皆様へのもう一つの特典として、松浦市立埋蔵文化財センターの入館料

を５年間無料（令和７年まで）としています。これには、今後進めることとなる、引き揚げた椗の保

存処理の様子を一緒に見ていただきたい、との思いを込めています。引き揚げて終わりではなく、こ

れから引き揚げプロジェクトの後半戦が始まるのです。 

今後とも、松浦市を、ひいては鷹島海底遺跡を注目、応援していただければ幸いです。なお、本報

告書の作成にあたっては、調査の記録としてガバメントクラウドファンディングの一部を活用しまし

た。 
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写写真真

椗椗引引きき揚揚げげをを見見守守るる船船上上見見学学ツツアア

ーー参参加加者者らら（（令令和和４４年年 月月１１日日））

ふふるるささとと納納税税をを活活用用ししたたガガババメメンントトククララウウドドフファァンンデディィンンググ

既に述べられたように、この一石型木製椗引き揚げ事業の実施にあたり、「海底に眠る歴史！元寇

のタイムカプセル引き揚げプロジェクト～過去を現代に！そして未来へ残せ！」と題し、ガバメント

クラウドファンディングを実施しました。目標金額 万円に対し、全国 名の方々から、目標

額を上回る 円のご寄附をいただきました。

特典の一つとしていた「木製椗引き揚げ船上見学ツアー」には 名の応募があり、 月１日、２

日の引き揚げ当日は 名に参加いただきました。見学に係わる費用（船代、交通費、滞在費）全てが

自己負担にも関わらず、県内外からお越しいただきました。このプロジェクトを応援していただいた

皆様に、記して感謝申し上げます。

また、ご寄附をいただいた皆様へのもう一つの特典として、松浦市立埋蔵文化財センターの入館料

を５年間無料（令和７年まで）としています。これには、今後進めることとなる、引き揚げた椗の保

存処理の様子を一緒に見ていただきたい、との思いを込めています。引き揚げて終わりではなく、こ

れから引き揚げプロジェクトの後半戦が始まるのです。 

今後とも、松浦市を、ひいては鷹島海底遺跡を注目、応援していただければ幸いです。なお、本報

告書の作成にあたっては、調査の記録としてガバメントクラウドファンディングの一部を活用しまし

た。 
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